
(57)【要約】

【課題】射出成形物に発生した静電気を除電することで

、射出成形物への塵埃の付着を防止する。

【解決手段】固定側金型１５と可動側金型１６とを開い

た後に、除電装置３０を装着したロボットによる取出装

置３１を金型１５，１６間に入れ、成形基板２２に軟Ｘ

線を照射する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 型 固 定 部 と 金 型 可 動 部 と の 間 に 、 射 出 成 形 さ れ た 基 板 の 略 中 心 部 へ 除 電 装 置 を 移 動 さ
せ て 、 除 電 装 置 か ら 軟 Ｘ 線 を 基 板 へ 照 射 す る こ と に よ っ て 、 基 板 の 射 出 成 形 過 程 で 発 生 す
る 帯 電 を 除 去 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 除 電 装 置 は 、 基 板 を 取 り 出 す 取 出 装 置 に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形
シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法
【 請 求 項 ２ 】
　 金 型 固 定 部 と 金 型 可 動 部 と の 間 に 、 射 出 成 形 さ れ た 基 板 の 略 中 心 部 へ 除 電 装 置 を 移 動 さ
せ て 、 除 電 装 置 か ら 軟 Ｘ 線 を 基 板 へ 照 射 す る こ と に よ っ て 、 基 板 の 射 出 成 形 過 程 で 発 生 す
る 帯 電 を 除 去 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 除 電 装 置 は 、 回 転 軸 が 金 型 固 定 部 （ 又 は 金 型 可 動 部 ） に 固 定 さ れ た ブ ラ ン コ 型 ア ー
ム の 中 心 部 に 装 着 さ れ 、 ブ ラ ン コ 型 ア ー ム の 両 端 は 、 ワ イ ヤ ー の 一 端 で 支 持 さ れ 、 ワ イ ヤ
ー の 他 端 は 、 金 型 可 動 部 （ 又 は 金 型 固 定 部 ） に 設 け ら れ た 滑 車 を 通 し 、 金 型 可 動 部 （ 又 は
金 型 固 定 部 ） に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法
【 請 求 項 ３ 】
　 金 型 固 定 部 と 金 型 可 動 部 と の 間 に 、 射 出 成 形 さ れ た 基 板 の 略 中 心 部 へ 除 電 装 置 を 移 動 さ
せ て 、 除 電 装 置 か ら 軟 Ｘ 線 を 基 板 へ 照 射 す る こ と に よ っ て 、 基 板 の 射 出 成 形 過 程 で 発 生 す
る 帯 電 を 除 去 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 除 電 装 置 は 、 金 型 固 定 部 （ 又 は 金 型 可 動 部 ） に ワ イ ヤ ー の 一 端 が 支 持 さ れ 、 ワ イ ヤ
ー は 金 型 可 動 部 （ 又 は 金 型 固 定 部 ） に 設 け ら れ た 滑 車 を 通 し 、 ワ イ ヤ ー の 他 端 に 吊 る さ れ
た 棒 状 ア ー ム の 中 心 部 に 装 着 さ れ 、 棒 状 ア ー ム は 金 型 可 動 部 （ 又 は 金 型 固 定 部 ） に 固 定 さ
れ た 弾 性 体 で 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法
【 請 求 項 ４ 】
　 金 型 固 定 部 と 金 型 可 動 部 と の 間 に 、 射 出 成 形 さ れ た 基 板 の 略 中 心 部 へ 除 電 装 置 を 移 動 さ
せ て 、 除 電 装 置 か ら 軟 Ｘ 線 を 基 板 へ 照 射 す る こ と に よ っ て 、 基 板 の 射 出 成 形 過 程 で 発 生 す
る 帯 電 を 除 去 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 除 電 装 置 は 、 金 型 可 動 部 に 固 定 さ れ た ピ ス ト ン の 内 部 に 配 置 さ れ た 連 鎖 式 チ ェ ー ン
の 先 端 に 装 着 さ れ 、 連 鎖 式 チ ェ ー ン の 移 動 が 固 定 部 材 で 制 限 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法
【 請 求 項 ５ 】
　 金 型 固 定 部 と 金 型 可 動 部 と の 間 に 、 射 出 成 形 さ れ た 基 板 の 略 中 心 部 へ 除 電 装 置 を 移 動 さ
せ て 、 除 電 装 置 か ら 軟 Ｘ 線 を 基 板 へ 照 射 す る こ と に よ っ て 、 基 板 の 射 出 成 形 過 程 で 発 生 す
る 帯 電 を 除 去 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 除 電 装 置 は 、 一 方 の 脚 部 が 固 定 側 部 材 に 固 定 さ れ 、 他 方 の 脚 部 が 金 型 可 動 部 に 固 定
さ れ た ジ ャ ッ キ の 先 端 に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電
方 法
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 に お い て 、
　 前 記 除 電 装 置 は 、 金 型 固 定 部 と 金 型 可 動 部 と の 開 閉 移 動 に よ り 、 移 動 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 射 出 成 形 物 に 発 生 し た 静 電 気 を 除 電 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 射 出 成 形 装 置 に お い て 、 光 デ ィ ス ク 等 の 射 出 成 形 物 に 発 生 し た 静 電 気 を 除 電 す る こ と は
、 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に は 、 金 型 か ら 離 型 す る 射
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出 成 形 物 に 発 生 し た 静 電 気 を 、 射 出 成 形 物 に イ オ ン 化 し た 気 体 を 吹 き 付 け る こ と に よ り 中
和 除 去 す る 射 出 成 形 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 ラ ビ ン グ 工 程 に お い て 発 生 す る 液 晶 基 板 の 静 電 気 を 、 セ ン
サ で 検 出 し 、 液 晶 基 板 に 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て 液 晶 基 板 を 除 電 す る こ と で 、 液 晶
基 板 の 破 壊 及 び 特 性 シ フ ト を 防 止 す る 液 晶 装 置 の 製 造 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 一 般 的 に 、 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て 除 電 す る 軟 Ｘ 線 照 射 除 電 装 置 は 、 下 記
非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ６ １ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ４ ４ ３ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 高 砂 熱 学 工 業 (株 )製  軟 Ｘ 線 照 射 除 電 装 置 Ｉ Ｒ Ｉ Ｓ Ｙ Ｓ -Ｓ Ｘ 技 術 資 料
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 射 出 成 形 装 置 に お け る 除 電 方 法 は 、 イ オ ン 化 し た 気 体 を 、 射 出 成 形 装 置 の 上 部 な
ど か ら 吹 き 付 け る 方 法 を 取 っ て い た た め 、 イ オ ン 化 し た 気 体 を 吹 き 付 け る こ と に よ る 成 形
基 板 へ の 塵 埃 が 付 着 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 液 晶 装 置 の 製 造 装 置 に お い て は 、 ラ ビ ン グ 工 程 に お い て 発 生 す る 静 電 気 を
除 電 す る も の で あ っ て 、 液 晶 装 置 の バ ッ ク ラ イ ト の リ フ レ ク タ ー 成 形 基 板 を 射 出 成 形 す る
際 の 静 電 気 を 除 電 す る こ と は 考 慮 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 基 板 を 射 出 成 形 す る 際 の 静 電 気 を 除 電 す る こ と で 、 成 形 基 板 へ の 塵
埃 の 付 着 を 防 止 す る 射 出 成 形 シ ス テ ム に お け る 除 電 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 射 出 成 形 シ ス テ ム に 軟 Ｘ 線 照 射 型 の 除 電 装 置 を 設 け 、 可 動 側 金 型 か ら 成 形 基
板 が 離 型 す る 時 に 静 電 気 が 最 大 に な る の で 、 こ の 時 に 、 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る 。 ま た 、 除 電 装
置 を 、 成 形 基 板 の 取 出 装 置 や 射 出 成 形 装 置 又 は 金 型 に 設 置 し 、 金 型 か ら 離 型 す る 成 形 基 板
に 対 向 し て 除 電 装 置 を 移 動 さ せ 、 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る こ と で 、 除 電 装 置 の 軟 Ｘ 線 照 射 範 囲 を
最 大 限 有 効 に 使 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 軟 Ｘ 線 に よ っ て 成 形 基 板 の 静 電 気 を イ オ ン 化 す る た め 塵 埃 が 発 生 し な
い 。 ま た 、 成 形 基 板 が 最 大 に 帯 電 す る 金 型 離 型 時 に 照 射 す る た め 、 成 形 基 板 の 帯 電 に よ る
塵 埃 付 着 の 可 能 性 が 最 大 限 に 抑 え ら れ る 。 さ ら に 、 除 電 装 置 に お け る 軟 Ｘ 線 照 射 装 置 の 数
を 最 小 数 に で き 、 装 置 コ ス ト を 抑 え ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 ク リ ー ン ル ー ム 内 に 設 け ら れ た 射 出 成 形 装 置 １ ０ の 概 略 図 で あ っ て 、 同 図 （ ａ
） は 金 型 を 閉 じ た 後 、 キ ャ ビ テ ィ １ ７ に 樹 脂 を 充 填 し た 状 態 を 示 し 、 同 図 （ ｂ ） は 金 型 を
開 い た 後 、 エ ジ ェ ク タ ー ピ ン ２ １ に よ り 樹 脂 で 形 成 さ れ た 成 形 基 板 ２ ２ を 突 き 出 し た 状 態
を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ （ ａ ） に お い て 、 ホ ッ パ １ １ 内 に 供 給 さ れ た 樹 脂 は 、 加 熱 シ リ ン ダ ー １ ２ に よ り 加
熱 さ れ 、 射 出 ス ク リ ュ ー １ ３ に よ っ て 溶 融 さ れ な が ら 、 ノ ズ ル １ ４ か ら 金 型 １ ５ ， １ ６ 内
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に 送 ら れ る 。 ノ ズ ル １ ４ か ら の 溶 融 樹 脂 は 、 固 定 側 金 型 １ ５ と 可 動 側 金 型 １ ６ と で 形 成 さ
れ た キ ャ ビ テ ィ １ ７ 内 に 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 固 定 側 金 型 １ ５ は 固 定 盤 １ ８ に 固 定 さ れ 金 型 固 定 部 を 構 成 し 、 可 動 側 金 型 １ ６ は
可 動 盤 １ ９ に 固 定 さ れ 金 型 可 動 部 を 構 成 し て い る 。 可 動 側 金 型 １ ６ は 可 動 盤 １ ９ に 取 り 付
け ら れ た 可 動 ア ー ム ２ ０ に よ り 固 定 側 金 型 １ ５ に 押 し 付 け ら れ 、 金 型 １ ５ ， １ ６ は 閉 じ ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 可 動 ア ー ム ２ ０ に よ り 可 動 側 金 型 １ ６ が 後 退 し 、 キ ャ ビ テ ィ
１ ７ 内 に 充 填 さ れ た 樹 脂 で 形 成 さ れ た 成 形 基 板 ２ ２ は 、 エ ジ ェ ク タ ー ピ ン ２ １ に よ り 突 き
出 さ れ る 。 こ の 際 に 、 成 形 基 板 ２ ２ が 帯 電 す る 。 な お 、 ク リ ー ン ル ー ム 内 は 湿 度 が 低 く 、
静 電 気 が 発 生 し や す い 。 　
【 ０ ０ １ ５ 】
　 成 形 基 板 ２ ２ は 、 大 型 液 晶 表 示 装 置 に 用 い ら れ る 大 型 バ ッ ク ラ イ ト の リ フ レ ク タ ー 成 形
基 板 で あ っ て 、 後 工 程 と し て ス パ ッ タ リ ン グ 又 は 蒸 着 に よ る ア ル ミ ニ ウ ム 膜 を 施 す も の で
あ る か ら 、 帯 電 に よ る 塵 埃 の 付 着 は 、 リ フ レ ク タ ー の 機 能 を 損 な う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 成 形 基 板 ２ ２ に 用 い る 樹 脂 と し て は 、 シ ク ロ オ レ フ ィ ン 樹 脂 を 用 い る が 、 こ の 樹
脂 は 、 水 を あ ま り 吸 収 し な い の で 、 帯 電 し や す く 、 除 電 す る 必 要 が あ る 。 な お 、 他 に 成 形
基 板 ２ ２ に 用 い る 樹 脂 と し て は 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ
レ ー ト 樹 脂 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 な ど の 熱 可 塑 性 樹
脂 が あ る 。 ま た 、 こ れ ら の 樹 脂 を 複 合 化 し て 使 用 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ な い し 図 ６ は 、 金 型 １ ５ ， １ ６ を 開 い て 、 除 電 装 置 ３ ０ か ら の 軟 Ｘ 線 を 成 形 基 板 ２
２ に 照 射 し 、 成 形 基 板 ２ ２ を 除 電 す る 工 程 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 固 定 側 金 型 １ ５ と 可 動 側 金 型 １ ６ と を 開 い た
後 に 、 除 電 装 置 ３ ０ を 装 着 し た ロ ボ ッ ト に よ る 取 出 装 置 ３ １ を 金 型 １ ５ ， １ ６ 間 に 入 れ 、
成 形 基 板 ２ ２ に 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る 。 な お 、 取 出 装 置 ３ １ に は 成 形 基 板 ２ ２ を 取 り 出 す た め
の チ ャ ッ ク ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 成 形 基 板 ２ ２ が エ ジ ェ ク タ ー ピ ン ２ １ に よ り 突 き 出 さ
れ て い る 間 、 除 電 装 置 ３ ０ か ら の 軟 Ｘ 線 を 成 形 基 板 ２ ２ に 照 射 し 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 最 後 に 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 除 電 装 置 ３ ０ か ら の 軟 Ｘ 線 の 成 形 基 板 ２ ２ へ の 照 射
を 終 了 し 、 取 出 装 置 ３ １ に よ り 成 形 基 板 ２ ２ を チ ャ ッ ク ３ ２ に よ り 狭 持 し て 運 び 出 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の 工 程 に よ り 、 射 出 成 形 装 置 の 金 型 間 で 照 射 す る こ と が 可 能 に な り 、 か つ 、 成 形 基
板 の 帯 電 量 が 最 大 に な る 金 型 エ ジ ェ ク タ ー に よ る 成 形 基 板 突 き 出 し 離 型 時 に 照 射 を す る こ
と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 帯 電 に よ る 塵 埃 付 着 の 確 率 が 減 ら せ る 。 ま た 、 成 形 基 板 に
軟 Ｘ 線 を 垂 直 で 常 に 照 射 で き る た め 、 除 電 の た め の 照 射 時 間 が 短 縮 で き 、 除 電 装 置 の 必 要
台 数 が １ 台 で す む な ど 効 率 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 通 常 、 基 板 成 形 後 に 基 板 を 搬 送 し な が ら 除 電 装 置 に よ り 照 射 す る が 、 こ の よ う な 方 式 で
は 基 板 取 り 出 し か ら 照 射 に 至 る ま で の 間 に 、 塵 埃 が 付 着 す る 可 能 性 が あ る が 、 本 実 施 例 に
お い て は 、 搬 送 前 に 照 射 す る の で 、 塵 埃 が 付 着 す る 可 能 性 が 少 な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ な い し 図 ６ は 、 成 形 基 板 を 除 電 す る 工 程 図 で あ っ て 、 射 出 成 形 装 置 の 金 型 開 閉 移 動
を 利 用 し て 、 除 電 装 置 を 金 型 が 開 い た と き に 、 成 形 基 板 の 略 中 心 に 移 動 さ せ る 方 法 で あ る
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。 こ の 方 法 で は 、 成 形 装 置 の 金 型 開 閉 力 を 利 用 す る の で 、 実 施 例 １ の よ う に 、 除 電 装 置 を
所 定 の 位 置 に 移 動 さ せ る ロ ボ ッ ト な ど の 動 力 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ ， ４ に お い て は 、 金 型 １ ５ ， １ ６ に 、 ワ イ ヤ ー ４ ３ の 固 定 部 を 設 け 、 こ の ワ イ ヤ ー
４ ３ に 除 電 装 置 ３ ０ を 装 着 し 、 金 型 １ ５ ， １ ６ の 開 閉 に 応 じ て 、 除 電 装 置 ３ ０ を 金 型 外 部
か ら 金 型 内 部 に あ る 成 形 基 板 ２ ２ の 略 中 心 部 へ 移 動 さ せ な が ら 、 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に お い て 、 同 図 （ ａ ） は 金 型 １ ５ ， １ ６ の 上 面 図 を 示 す 工 程 図 、 同 図 （ ｂ ） は 側 面
図 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 図 ３ 左 図 に お い て 、 除 電 装 置 ３ ０ を 、 固 定 側 金 型 １ ５ に 設 け た ２ 箇 所 の 回 転 軸 ４
１ で 支 持 さ れ て い る ブ ラ ン コ 型 ア ー ム ４ ２ の 中 心 部 に 装 着 し 、 ブ ラ ン コ 型 ア ー ム ４ ２ の 両
端 を ２ 本 の ワ イ ヤ ー ４ ３ や 綱 な ど の 一 端 で 支 持 し 、 ２ 本 の ワ イ ヤ ー ４ ３ の 他 端 は 、 可 動 側
金 型 １ ６ に 設 け た ２ つ の 滑 車 ４ ４ を 通 し て 、 可 動 盤 １ ９ 又 は 可 動 側 金 型 １ ６ に 設 け た ２ 箇
所 の 固 定 部 ４ ５ に 固 定 す る 。 　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ 右 図 に お い て 、 金 型 １ ５ ， １ ６ が 開 く と 同 時 に ワ イ ヤ ー ４ ３ が 引 っ 張 ら れ 、
除 電 装 置 ３ ０ を 装 着 し た ブ ラ ン コ 型 ア ー ム ４ ２ が 、 金 型 １ ５ ， １ ６ 間 に 回 転 上 昇 し 、 除 電
装 置 ３ ０ か ら 軟 Ｘ 線 を 成 形 基 板 ２ ２ に 照 射 す る 。 照 射 開 始 は 、 金 型 開 き と 同 時 か あ る い は
回 転 が 停 止 し た 位 置 で 照 射 し て も よ い 。 そ の 後 、 ２ つ の ワ イ ヤ ー ４ ３ 間 か ら 成 形 基 板 ２ ２
を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 ２ つ の 回 転 軸 ４ １ を 固 定 側 金 型 １ ５ に 設 け 、 ２ つ の 滑 車 ４ ４ 及 び
２ つ の 固 定 部 ４ ５ を 可 動 側 金 型 １ ６ に 設 け た が 、 こ れ ら の 配 置 関 係 を 逆 に す る 、 す な わ ち
、 固 定 側 金 型 １ ５ に ２ つ の 滑 車 ４ ４ 及 び ２ つ の 固 定 部 ４ ５ を 設 け 、 可 動 側 金 型 １ ６ に ２ つ
の 回 転 軸 ４ １ を 設 け て も よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ と 同 様 に 、 同 図 （ ａ ） は 金 型 １ ５ ， １ ６ の 上 面 図 を 示 す 工 程 図 、 同 図 （ ｂ
） は 側 面 図 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 図 ４ 左 図 に お い て 、 除 電 装 置 ３ ０ を 、 固 定 側 金 型 １ ５ に 設 け た ２ 箇 所 の 固 定 部 ４
６ に ワ イ ヤ ー ４ ３ の 一 端 が 支 持 さ れ 、 こ の ワ イ ヤ ー ４ ３ の 他 端 に 吊 る さ れ た 棒 状 ア ー ム ４
７ の 中 心 部 に 装 着 す る 。 ま た 、 棒 状 ア ー ム ４ ７ の 両 端 は 、 ２ 本 の 弾 性 体 と し て の バ ネ ４ ８
又 は ス プ リ ン グ な ど で 支 持 さ れ 、 こ の ２ 本 の バ ネ ４ ８ の 他 端 は 、 可 動 側 金 型 １ ６ に 設 け た
２ つ の Ｌ 字 状 固 定 部 ４ ９ の 一 方 で 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 Ｌ 字 状 固 定 部 ４ ９ の 他 方 に は
、 ワ イ ヤ ー ４ ３ を 支 持 す る 滑 車 ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ４ 右 図 に お い て 、 金 型 １ ５ ， １ ６ が 開 く と 同 時 に ワ イ ヤ ー ４ ３ が 引 っ 張 ら れ 、
除 電 装 置 ３ ０ を 装 着 し た 棒 状 ア ー ム ４ ７ が 、 金 型 １ ５ ， １ ６ 間 に 上 昇 し 、 除 電 装 置 ３ ０ か
ら 軟 Ｘ 線 を 成 形 基 板 ２ ２ に 照 射 す る 。 照 射 開 始 は 、 金 型 開 き と 同 時 か あ る い は 上 昇 が 停 止
し た 位 置 で 照 射 し て も よ い 。 そ の 後 、 ２ つ の ワ イ ヤ ー ４ ３ 間 又 は 、 ２ つ の Ｌ 字 状 固 定 部 ４
９ 間 か ら 成 形 基 板 ２ ２ を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 ２ つ の 固 定 部 ４ ６ を 固 定 側 金 型 １ ５ に 設 け 、 ２ つ の 滑 車 ４ ４ 及 び
２ つ の Ｌ 字 状 固 定 部 ４ ９ を 可 動 側 金 型 １ ６ に 設 け た が 、 こ れ ら の 配 置 関 係 を 逆 に す る 、 す
な わ ち 、 固 定 側 金 型 １ ５ に ２ つ の 滑 車 ４ ４ 及 び ２ つ の Ｌ 字 状 固 定 部 ４ ９ を 設 け 、 可 動 側 金
型 １ ６ に ２ つ の 固 定 部 ４ ６ を 設 け て も よ い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 図 ５ 、 ６ に お い て は 、 可 動 側 金 型 １ ６ に 設 け た 可 動 部 材 と 射 出 成 形 装 置 １ ０ の 本 体 に 設
け た 固 定 部 材 と に よ り 、 除 電 装 置 ３ ０ を 金 型 １ ５ ， １ ６ 間 に 移 動 さ せ て 、 成 形 基 板 ２ ２ の
略 中 心 部 に 、 軟 Ｘ 線 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ に お い て 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 可 動 側 金 型 １ ６ 又 は 可 動 盤 １ ９ に は ピ ス ト ン
５ １ が 設 け ら れ 、 こ の ピ ス ト ン ５ １ の 内 部 に 配 置 さ れ た 可 撓 性 の 連 鎖 式 チ ェ ー ン ５ ２ の 先
端 に 除 電 装 置 ３ ０ を 装 着 す る 。 連 鎖 式 チ ェ ー ン ５ ２ は 、 射 出 成 形 装 置 １ ０ 本 体 に 設 け ら れ
た 固 定 部 材 ５ ３ に よ っ て 、 そ の 移 動 が 制 限 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 金 型 １ ５ ， １ ６ が 開 く と 同 時 に ピ ス ト ン ５ １ に よ り 押
し 出 さ れ た 除 電 装 置 ３ ０ が 金 型 １ ５ ， １ ６ 間 に 上 昇 し 、 除 電 装 置 ３ ０ か ら 軟 Ｘ 線 を 成 形 基
板 ２ ２ に 照 射 す る 。 照 射 開 始 は 、 金 型 １ ５ ， １ ６ が 開 く と 同 時 か 又 は 上 昇 が 停 止 し た 位 置
で 照 射 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 固 定 部 材 ５ ３ を 、 射 出 成 形 装 置 １ ０ の 本 体 に 設 け た が 、 こ れ に 代
え て 、 固 定 側 金 型 １ ５ 又 は 固 定 盤 １ ８ に 設 け て も よ い 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ に お い て 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 連 鎖 式 チ ェ ー ン か ら な る ジ ャ ッ キ ５ ５ の 先 端
に 除 電 装 置 ３ ０ を 装 着 す る 。 ジ ャ ッ キ ５ ５ の 脚 部 の 一 方 は 、 射 出 成 形 装 置 １ ０ 本 体 に 設 け
ら れ た 固 定 部 材 ５ ３ に よ っ て 固 定 さ れ 、 他 方 は 、 可 動 側 金 型 １ ６ に 設 け ら れ た Ｌ 字 状 固 定
部 ４ ９ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 金 型 １ ５ ， １ ６ が 開 く と 同 時 に ジ ャ ッ キ ５ ５ に よ り 除
電 装 置 ３ ０ が 金 型 １ ５ ， １ ６ 間 に 上 昇 し 、 除 電 装 置 ３ ０ か ら 軟 Ｘ 線 を 成 形 基 板 ２ ２ に 照 射
す る 。 照 射 開 始 は 、 金 型 １ ５ ， １ ６ が 開 く と 同 時 か 又 は 上 昇 が 停 止 し た 位 置 で 照 射 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 固 定 部 材 ５ ３ を 、 射 出 成 形 装 置 １ ０ の 本 体 に 設 け た が 、 こ れ に 代
え て 、 固 定 側 金 型 １ ５ 又 は 固 定 盤 １ ８ に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ は 、 除 電 装 置 ３ ０ を 成 形 基 板 ２ ２ の 略 中 心 に 配 置 し た 除 電 装 置 と 成 形 基 板 と の 関 係
図 で あ っ て 、 軟 Ｘ 線 の 照 射 有 効 角 度 θ 、 成 形 基 板 ２ ２ の 長 さ Ｙ と す る と 、 除 電 装 置 ３ ０ と
成 形 基 板 ２ ２ と の 距 離 Ｘ を 、 Ｘ ＞ Ｙ ／ （ ２ × tan（ θ /２ ） ） と す る こ と で 、 除 電 装 置 ３ ０
が １ つ で 成 形 基 板 ２ ２ の 帯 電 を 除 去 で き る 。 θ ＝ １ １ ５ ° 、 Ｙ ＝ ７ ６ ０ ｍ ｍ と す る と 、 Ｘ
は 約 ２ ４ ０ ｍ ｍ と な る 。 こ の 場 合 、 除 電 装 置 ３ ０ は １ つ と し た が 、 成 形 基 板 ２ ２ の 除 電 を
確 実 に す る た め に 、 ま た 、 成 形 基 板 ２ ２ の 大 型 化 に 伴 っ て 、 ２ つ 、 ３ つ と 複 数 配 置 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ は 、 成 形 基 板 ２ ２ へ 軟 Ｘ 線 を 照 射 し な い 場 合 と 、 照 射 し た 場 合 と の 成 形 基 板 の 静 電
電 位 の 測 定 結 果 を 示 す 図 で あ っ て 、 除 電 装 置 と し て は 、 高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 製 、 軟 Ｘ 線
照 射 除 電 装 置 Ｉ Ｒ Ｉ Ｓ Ｙ Ｓ -Ｓ Ｘ 、 Ｉ Ｓ Ｘ -２ ２ ３ を 使 用 し 、 静 電 電 位 測 定 器 と し て は 、 シ
シ ド 静 電 気 株 式 会 社 製 、 ス タ チ ロ ン － Ｄ Ｚ ３ を 使 用 し 、 成 形 樹 脂 材 料 ： 日 本 ゼ オ ン 株 式 会
社 製 、 Ｚ Ｅ Ｏ Ｎ Ｏ Ｒ を 使 用 し た 。 　
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 成 形 基 板 ２ ２ は 、 縦 ７ ６ ０ ｍ ｍ 、 横 ４ ３ ２ ｍ ｍ と し て 、 周 辺
部 と 中 心 部 の ５ 箇 所 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 軟 Ｘ 線 照 射 が な し
の 場 合 と 、 あ り の 場 合 で 、 成 形 基 板 ２ ２ へ の 帯 電 が １ 桁 以 上 改 善 さ れ て い る こ と が 解 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
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【 図 １ 】 ク リ ー ン ル ー ム 内 に 設 け ら れ た 射 出 成 形 装 置 の 概 略 図
【 図 ２ 】 成 形 基 板 を 除 電 す る 工 程 図 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ３ 】 成 形 基 板 を 除 電 す る 工 程 図 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ４ 】 成 形 基 板 を 除 電 す る 工 程 図 （ 実 施 例 ３ ）
【 図 ５ 】 成 形 基 板 を 除 電 す る 工 程 図 （ 実 施 例 ４ ）
【 図 ６ 】 成 形 基 板 を 除 電 す る 工 程 図 （ 実 施 例 ５ ）
【 図 ７ 】 除 電 装 置 と 成 形 基 板 と の 関 係 図
【 図 ８ 】 成 形 基 板 の 静 電 電 位 測 定 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０ … 射 出 成 形 装 置 、 １ １ … ホ ッ パ 、 １ ２ … 加 熱 シ リ ン ダ ー 、 １ ３ … 射 出 ス ク リ ュ ー 、 １
４ … ノ ズ ル 、 １ ５ … 固 定 側 金 型 、 １ ６ … 可 動 側 金 型 、 １ ７ … キ ャ ビ テ ィ 、 １ ８ … 固 定 盤 、
１ ９ … 可 動 盤 、 ２ ０ … 可 動 ア ー ム 、 ２ １ … エ ジ ェ ク タ ー ピ ン 、 ２ ２ … 成 形 基 板 、 ３ ０ … 除
電 装 置 、 ３ １ … 取 出 装 置 、 ３ ２ … チ ャ ッ ク 、 ４ １ … 回 転 軸 、 ４ ２ … ブ ラ ン コ 型 ア ー ム 、 ４
３ … ワ イ ヤ ー 、 ４ ４ … 滑 車 、 ４ ５ ， ４ ６ … 固 定 部 、 ４ ７ … 棒 状 ア ー ム 、 ４ ８ … バ ネ 、 ４ ９
… Ｌ 字 状 固 定 部 、 ５ １ … ピ ス ト ン 、 ５ ２ … 連 鎖 式 チ ェ ー ン 、 ５ ３ … 固 定 側 部 材 、 ５ ５ … ジ
ャ ッ キ
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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